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 第８８０回例会（京都部チャリティーボウリング大会） 

２０２６年２月１５日（日） 於：MK ボウル上賀茂 

ブリテン委員会 
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毎年この時期恒例の京都部チャリティーボウリング大会が、MKボウル上賀茂で開催されました。最初

の頃は毎年しょうざんボウルで開催されていましたが、２０１９年５月にしょうざんボウルが営業終了、

それ以降会場をここMKボウル上賀茂に移し開催されています。 

今年のメンバーは精鋭をそろえ優勝を目指すと豪語した竹山会長。今日のメンバーでは最年長で、唯

一貰えるハンデのみを期待。ご本人は急遽仕事で間に合わず、確実な得点を稼げるハンデのみの参加と

なった。ボウルを投げたのは鈴木次期会長、坂口次期副会長、西村次期会計の３名。スコアについては

触れないでおく方が良いかと…皆さん口を揃えて言いました…来年頑張る。 

 

２０２６年４月号の聖句 

  わたしは復活であり、命である。 
わたしを信じる者は、死んでも生きる。 

ヨハネによる福音書 １１章２５節 
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 第８８１回例会報告（ゲストスピーカー例会） 

２０２６年３月５日（木） 於：ANA クラウンプラザホテル 

書記 山内和生 
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今期２回目のゲストスピーカー例会です。 

ウエストクラブ、エイブルクラブから４名、そしてメンバー紹介のお客様４名とたくさんのゲストに

参加いただきました。 

 
 

今回の例会は、講師に京都乙訓ふるさと歴史研

究会会長の中西昌史氏をお招きし、 

目からウロコの「本能寺の変」「山崎の戦い」

～見て聞いて体感してわかってきたこと～と題

してご講演いただきました。 

 
 



 
 

 

  

 

明智光秀の軍勢がどこをどうやってどの時間に本能寺を目指したのかを、実際に中西氏が足軽に扮し

て、甲冑をまとい山を登り桂川の水の中を歩いて渡り、そして山崎の戦いでは、豊臣軍から逃げる光秀

が田んぼの畦道を甲冑姿で槍を持って全速力で走る様子を動画で見せてくださいました。体感して当時

の状況が推測できることがたくさんあったと語られました。中西氏の行動力にビックリさせられる大変

楽しいお話でした。いい意味で「この人、ヤバい人だな~?!」って思ってしまいました。（笑） 

 

 



 
 

 
 

 
 

 

 

今夜の食事は中華弁当 
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 第８８２回例会（ウェルクラブ合同介助犬例会） 

２０２６年３月２８日（土） 於：京都 YMCA マナホール 

会長 竹山直司 
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今日は久しぶりの介助犬例会でした。 

 
 

僕の会長期には必ずしたかった企画でしたので楽しみにしていました。西村ワイズの提案で、いつも

の例会では無くマナホールを借りて、より多くの人に見てもらおうとナイスな提案でした。参加費は募

金箱にワンコイン（硬貨を一枚）で気楽に来てもらう企画です当日は介助犬協会から高柳理事長さま、

磯貝さま、中島さま（研修修了生）、PR犬エリオ君が参加してくれました。 

 

 
エリオ君のデモンストレーション  



 
 

京都部から隠塚部長と安田主査、渡辺主査が参加してくださって、洛中とウェルとゲストを合わせて

６０名ほどの例会になりました。 

当日は高柳理事長の話とエリオ君のデモンストレーションで多いに盛り上がり、１時間半ほどの 例

会でしたが中身の濃い楽しい例会になりました。グッズ売り上げと募金も想像以上に集まり皆様には感

謝しかありません。今後も継続事業として支援の輪を広げて行きたいと思います。 

 

 
 

 


